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① 取込ができるファイルの要件 P3 

② 操作権限の設定（初回のみ） P4 

③ 外部データ取込の起動 P6 

④ マッチングパターンの作成 P7 

 Ⅰ.マッチングパターンとは P7 

 Ⅱ.マッチングパターン登録 P8 

 Ⅲ.マッチングパターン編集 P10 

 Ⅳ.マッチングの注意点 P12 

⑤ 取込前の確認 P13 

 Ⅰ.CSV ファイルの事前確認 P13 

 Ⅱ.PB システムの事前確認 P15 

⑥ 取込の実行 P17 

⑦ 取込データの調整 P20 

 Ⅰ.取込データの注意点 P20 

 Ⅱ.必須項目について P21 

 Ⅲ.コピー、貼り付け機能 P22 

 Ⅳ.不要な取込データの削除 P22 

⑧ 仕訳データとして［F2 登録］実行 P23 

⑨ 登録された仕訳データの調整 P24 

 

お客様が作成・取得した CSV ファイルを仕訳データとして簡単にインポートすることができる 

外部データ取込機能をリリースいたします。        （メンテナンス予定 2024/07/17） 

「外部データ取込」による仕訳作成 

 仕訳日記帳 

 現金出納帳 

 銀行帳 

 総勘定元帳

マッチングして 

インポート 

目次 
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メニューバーに新メニュー「外部データ取込（β）」が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部データ取込 

あらかじめ登録した「マッチングパターン」をもと

に、お客様が作成・取得した汎用 CSVファイルの

データを CASH RADAR PB システムの仕訳デー

タ形式に変換します。 

 

＜活用例＞ 

■ 経理担当者が Excel で作成している出納帳 

■ 販売管理ソフトで作成されたファイル 

■ ネットバンキングの明細書ファイル 

これらを仕訳データへ変換 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

New 
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① ファイル種類が「CSV」である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② カラム数が 20 以下である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

取り込みは拡張子が［.csv］であるファイルが

対象になります。 

MicrosoftExcel などの表計算アプリで作成し

たデータを取り込む場合は、CSV ファイルとし

て保存を行う必要があります。 
◯ × 

「カラム数」とは表形式で表示した場合の「列の数」です。 

この列の数が 20 以下である CSV ファイルが取り込みの対象になります。 

CSV ファイルに列が 21 以上ある場合は、不要な列を削除して列が 20 以下になるよう調整を行う必

要があります。 

MicrosoftExcel で表示した場合は［列 T］までが上限となります（なお、行の上限は 5,000 です）。 

〔列 T〕まで 

以下①②の要件をともに満たしたファイルであれば「外部データ取込」を実行することが可能です。 

① 取り込みができるファイルの要件 
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(1)  メインメニュー［メンテナ

ンス］をクリックします。 

 

(2)  システム管理タブ［会社

情報設定］をクリックし

ます。 

(3)  対象の会社を選択し、 

［担当者権限設定］タブ

を開きます。 

 

顧問先端末の場合は

［利用者権限設定］タブ

となります。 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

［外部データ取込］は新規メニューであるため、操作権限を付与する必要があります。 

② 操作権限の設定（初回のみ） 
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(4)  ユーザーを選択し、業

務［財務会計］、サブ業

務［会計帳簿］をそれぞ

れ選択したうえで、「外

部データ取込（β）」のチ

ェックを有効にします。 

 

 

(5)  ［F2 登録］をクリックしま

す。 

 

外部データ取込を利用

するすべての会社デー

タで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 外部データ取込の起動 

「外部データ取込」による仕訳作成 

画面上部メニューバーから［業務(G)］－［会計(Z)］－［会計帳簿］－［外部データ取込（β）］の順

にクリックをすることで外部データ取込が起動します。 

※ 会計帳簿タブ内にメニューボタンはありません。 

外部データ取込の初期画面 
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④ マッチングパターンの作成 

「外部データ取込」による仕訳作成 

Ⅰ. マッチングパターンとは 

CSV ファイル内の各項目を PB システム仕訳情報のどの項目に変換するか？ 

＜用意するもの＞ 

「ひな型」となる CSV ファイル（実際に取込を行う CSV ファイルでも可。） 
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(1)  外部データ取込の画面

上部［マッチングパター

ン登録］をクリックしま

す。 

 

(2)  参照ボタンからひな型

となる CSV ファイルを

選択し、OK をクリックし

ます。 

(3)  ヘッダ行選択ダイアロ

グの各項目を選択・入

力し、［F2 登録］をクリッ

クします。 

 

この後［マッチングパタ

ーン編集］で詳細設定

を行います。 

    マッチングパターンは 10 件まで登録ができます。 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

Ⅱ. マッチングパターン登録 
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【ヘッダ行選択】ダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① パターン名 
マッチングパターンの名称を入力します。 

実際に取り込みを行う場合に選択する名称となります。 

② 取込ファイルの形式 

CSV ファイルの構成に応じて〔仕訳帳形式〕〔元帳形式〕のいずれかをチェックしま

す。 

〔仕訳帳形式〕 CSV 内に「借方科目」「貸方科目」それぞれにあたるカラム（列）が 

ある場合 

〔元帳形式〕 CSV 内に「相手科目」にあたるカラム（列）だけしかない場合 

③ ヘッダ 

展開されたCSVファイルの内容のうち「ヘッダ情報」にあたる1行をチェックします。 

このヘッダ情報に対し［マッチングパターン編集］で PB システムの仕訳情報を割り

当てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッダ情報について 

 

 

 

 

ヘッダ情報にあたる行は必須となりますので、事前に CSV 上で作成しておいてください。 

「外部データ取込」による仕訳作成 

① 

② 
③ 
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(1)  外部データ取込の画面

上部［マッチングパター

ン編集］をクリックしま

す。 

 

（CSV ファイルは使用し

ません） 

 

(2)  マッチングパターン登

録で登録したパターン

を選択します。 

(3)  CSV から取得したヘッ

ダ情報と PBシステムの

仕訳情報をマッチング

して［F2OK］をクリックし

ます。 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

Ⅲ. マッチングパターン編集 



- 11 - 

 

 

 

【マッチングパターン編集】ダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
パターン名/取込ファイル

の形式 

マッチングパターン登録で登録した名称を選択します。 

取込ファイルの形式は変更できません。 

② ヘッダ項目 
元帳形式の場合に、その元帳における“自科目”の情報を設定します。 

（仕訳帳形式の場合は非アクティブとなり設定不要です） 

③ 
明細項目 

「ファイル項目名」 

［マッチングパターン登録］で選択・登録された CSV ファイルのヘッダ情報が表示さ

れます。変更はできません。 

④ 
明細項目 

「仕訳変換項目」 

ファイル項目名欄の各項目に対する PB システムの仕訳情報を選択します。 

該当する仕訳情報がない場合は空欄でかまいません。 

    

   「仕訳変換項目」欄で選択ができる PB システムの仕訳情報 

仕訳日付 借方科目      ※1 貸方科目     ※2 

摘要 1 借方補助科目  ※1 貸方補助科目   ※2 

摘要 2 借方部門       ※1 貸方部門       ※2 

取引先 借方金額  

証 No 貸方金額  

      ※1＞「元帳形式」の場合は“借方”を“相手”と読み替える（相手科目、相手補助科目、相手部門） 

    ※2＞「元帳形式」の場合は表示なし 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

① 

② 

③                ④ 
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消費税関連はマッチング、取込とも対象外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

摘要 1、2 について 

 

 

 

 

 

必須項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

Ⅳ. マッチングの注意点 

外部データ取込では、消費税情報を取り

込むことはできません。 

CSV ひな型（ファイル項目名欄）に消費

税率や消費税額がある場合、PB システム

側の仕訳変換項目は空欄として下さい。 

 

なお、仕訳の金額は総額で取り込まれま

すので、各仕訳における消費税設定は取

込実行後に会計帳簿メニューにおいて

行っていただくことになります。（P25） 

PB システム側の仕訳変換項目において「摘要 1」「摘要 2」を設定することが可能です。 

これは摘要に該当する項目が 2つある場合に対応するための設定となり、2つともマッチングする

と PB システムの仕訳摘要欄には「摘要 1＋摘要 2」の 1つの文言が入ります。 

PB システム側の仕訳変換項目は「仕訳日付」と「金額（※）」が必須となります。 

その他項目を空欄としても取り込みは可能です。 

（※）金額は借方/貸方のいずれかのみでもかまいません。 
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マッチングパターンとして登録された「ひな型」と同じ構成の CSV ファイルを使用する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

⑤ 取込前の確認 

◆ 取込 NG･･･ヘッダ情報が 3行目に位置している 

Ⅰ. CSV ファイルの事前確認 

取込に使用する CSV ファイルは、その「ヘッダ情報」が、マッチングパターン登録で登録された「ヘッダ

情報」のカラム数（列数）、および文言といずれも完全一致している必要があります。 

また、例えば「ヘッダ情報」が 2 行目にあるマッチングパターンを使用する場合、取込に使用する CSV フ

ァイルにおいてもヘッダ情報が 2行目にある必要があります。 

この場合、1行目の情報を一致させる必要はありません。 

＜例＞ヘッダ情報が 2 行目にあるマッチングパターン 

◆ 取込 NG･･･ヘッダ項目の文言不一致（1列目が「月日」であるところ「対象日付」になっている） 
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仕訳日付は原則 yyyy/mm/dd 形式にする 

 

 

 

2024/05/01 ○ 標準の形式＝yyyy/mm/dd 

2024/5/1 ○ mm/dd の先頭ゼロをカット 

24/05/01 × yy/mm/dd 

20240501 × スラッシュなし 

R06/05/01 ○ yy/mm/dd （和暦） 

R6/5/1 ○ yy/mm/dd の先頭ゼロをカット 

06/05/01 × yy/mm/dd （和暦、元号カット） 

2024 年 05 月 01 日 ○ yyyy 年 mm 月 dd 日 

2024 年 5 月 1 日 ○ mm 月 dd 日の先頭ゼロをカット 

令和 06 年 05 月 01 日 ○ yy 年 mm 月 dd 日 (和暦) 

令和 6年 5月 1日 ○ mm 月 dd 日の先頭ゼロをカット (和暦) 

06 年 05 月 01 日 × yy 年 mm 月 dd 日 (和暦、元号カット) 

令和６年５月１日 × 和暦 数字全角 

 

合計や小計にあたる行は削除する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PB システムの「仕訳日付」にあたる値は、スラッシュ『/』入りの 8桁が原則です。 

以下、スラッシュの箇所が『.』『-』であっても適用可能です。 

「外部データ取込」による仕訳作成 

CSV における値や行の修正および保存は、

MicrosoftExcel などの表計算ソフトではなく「メ

モ帳」などのテキストソフトを利用することをお

すすめします。 

「ヘッダ情報」以降の行はマッチングパターンに対応する情報が入っている必要があります。 

合計や小計などのように仕訳形式ではない行は削除をしておく必要があります。 

←削除 

＜CSV ファイルの調整について＞ 
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科目と部門の「一致」 

 

 

 

 

 

 

＜例 1＞ 完全一致あり 

CSV ファイル PB システム マッチング結果 

株式会社 中野坂上 

No001 株式会社 中野新橋 

No003 株式会社 中野坂上 No002 株式会社 中野富士見町 

No003 株式会社 中野坂上 

 

＜例 2＞ 完全一致なし、前方一致あり 

CSV ファイル PB システム マッチング結果 

株式会社 中野 

No001 株式会社 中野新橋 

No001 株式会社 中野新橋 No002 株式会社 中野富士見町 

No003 株式会社 中野坂上 

◆「株式会社 中野」が含まれるマスタのうち、最も No が若いマスタが適用される 

 

＜例 3＞ 一致なし 

CSV ファイル PB システム マッチング結果 

株式会社中野 

No001 株式会社 中野新橋 

（空欄） No002 株式会社 中野富士見町 

No003 株式会社 中野坂上 

◆ CSV 側の「株式会社」と「中野」の間に半角スペースがないため、一致なしと判断される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

Ⅱ. PB システムの事前確認 

CSV ファイル内の値のうち、仕訳変換項目の「勘定科目」「補助科目」「部門」にあたるものは、文字列に基

づいて PB システムの科目設定、部門設定に登録されているマスタに変換されます。 

優先順位 ①完全一致 ※同名の勘定科目における優先順位は、貸借科目→損益科目→製造原価科目の順（②も同様） 

     ②前方一致 ※完全一致するマスタがない場合は、前方一致するマスタの中で最も No が若いものを適用する 

意図しないマッチングを避けるために「勘定科目」「補助科目」「部門」は CSV と PB システ

ムで文字列が【完全一致】するように事前確認、調整を行っていただくことををおすすめし

ます。 

また、文字列一致の判断においては以下の要素も含まれます。 

・文字間のスペース 

・カナや英数の半角 or 全角 

・アルファベットの大文字 or 小文字 
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PB システム［マスタ作成］メニューとの関連 

 

 

仕訳変換項目 マスタ照合  

仕訳日付 あり yyyy/mm/dd 形式で取り込まれる（P14 参照） 

勘定科目 あり 
CSV ファイル内の文言をもとに「科目設定」および「部門設定」

に登録されているマスタを適用して取り込まれる。（P15 参照） 
補助科目 あり 

部門 あり 

摘要（1，2） なし 

CSV ファイル内の文言のとおり取り込まれる。 取引先 なし 

証 No なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PB システム「仕訳変換項目」の変換基準 

科目、部門以外の仕訳変換項目は PB システム側のマスタと照合を行いません。マスタ登録の有無を

問わず、CSV 内の文言がそのまま仕訳に適用されます。 

ただし、「取引先」については、同名のマスタがある場合にその適格区分（［適］or［免］）が名称の

先頭に表示されます。 

「外部データ取込」による仕訳作成 

＜文字数による制御＞ 

摘要…1、2 合わせて全角 20 文字/半角 40 文字以内。超えた場合は該当文字をカットして取込実行。 

取引先…全角 20 文字/半角 40 文字以内。超えた場合は該当文字をカットして取込実行。 

証 No…半角 4 文字以内。超えた場合は取込時にエラー発生 
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(1)  マッチングパターンの

「パターン名」を選択し

ます。 

(2)  ［ファイル取込］をクリッ

クし、［参照］から取込を

行う CSV ファイルを選

択します。 

(3)  必要に応じ「0 円行は取

り込まない」をチェック

し、［F2OK］をクリックし

ます。 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

⑥ 取込の実行 
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(4)  取込結果が表示されま

す。 

この時点では仕訳デー

タとして登録されており

ません。 

各項目の確認・調整を

行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

取込実行時に想定されるエラー 

 

【インポート中のエラー発生により、処理は中止されました。 (FNC_000087)】 

・CSV ファイルを開いたまま［ファイル取込］をクリックした。 

 

【マッチングパターン登録された明細項目と CSV ファイルの明細項目が一致しません。 (FNC_000199)】 

・マッチングパターン（ひな型 CSV）と取込 CSV の構成が異なる。 

   例> ヘッダ情報が位置する行が異なる（参照 P13） 

      名称が異なるヘッダ情報がある 

      必要なヘッダ情報が取込 CSV ファイルにない、およびその逆 

 

【xx 行目 仕訳日付が未入力です。 (FNC_000014)】 

【xx 行目 仕訳日付の入力に誤りがあります。 (FNC_000015)】 

【xx 行目 借方金額及び貸方金額が未入力です。 (FNC_000014)】 ほか 

・必須項目である仕訳日付、貸借金額が空欄あるいは不正な文字列になっている。 

「xx 行目」にヘッダ情報は含まれない。 

   なお、仕訳日付と貸借金額以外が未入力の場合は、空欄として取り込まれる 

 

【CSV ファイルがカンマ区切りのデータではありません。 (FNC_000088)】 

・取込 CSV ファイルに不正な行がある。 ※テキストファイルで開いて確認 
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① 日付 

ｙｙｙｙ/ｍｍ/ｄｄ形式で取り込まれます。 

※ 取込画面では表示は日付順になりません。 

CSV ファイル内の並び順のまま表示されます。 

② 摘要 CSV ファイル内の文言のとおり取り込まれます。 

③ 取引先 
CSV ファイル内の文言のとおり取り込まれます。取引先設定に同名のマスタが存

在する場合は、当該マスタの適格区分が先頭に表示されます。 

④ 
借方科目 

貸方科目 

CSV ファイル内の文言に基づき、以下の優先順位により、科目設定のマスタが適

用されます（どちらにも当たらない場合は空欄が適用されます）。 

1、完全一致 

2、完全一致するマスタがない場合は前方一致 ※最も若い No のマスタを適用 
⑤ 

借方補助科目 

貸方補助科目 

⑥ 
借方消費税区分 

貸方消費税区分 

取り込まれた借方科目および貸方科目の PB システム科目設定における「消費税

区分」がセットされます。 

インボイスの経過措置区分は、取込実行（F2 登録実行）後に調整します。 

⑦ 
借方部門 

貸方部門 

CSV ファイル内の文言に基づき、以下の優先順位により、部門設定のマスタが適

用されます（どちらにも当たらない場合は空欄が適用されます）。 

1、部門名→部門略称の順で完全一致 

2、完全一致するマスタがない場合は部門名→部門略称の順で前方一致  

※最も若い No のマスタを適用 

⑧ 
借方金額 

貸方金額 
CSV ファイル内の値のとおり「総額」として取り込まれます。 

⑨ 証 N o CSV ファイル内の文言のとおり取り込まれます。 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

①    ②    ③  ④   ⑤  ⑥ ⑦   ⑧                 ⑨ 
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「取引先」欄について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「消費税区分」欄と「金額」欄について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイナス金額について 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

⑦ 取込データの調整 

下記 2 例のとおり、外部データ取込の画面で仕訳項目の内容を修正しても他項目への連動や

再集計は行われません。 

よって、外部データ取込の画面では必須項目の補完など最小限の修正を行い、仕訳データと

しての詳細調整は［F2 登録］後に会計帳簿メニューで行っていただくことをおすすめします。 

取引先は、ドロップダウンリストによりマスタ登録されている項目を選択・変更することが可能ですが、

選択した取引先に基づく「インボイス経過措置」の判定は行われません。 

（外部データ取込画面ではインボイスの設定自体行うことができません。） 

消費税区分の選択・変更は可能ですが、変更した区分に応じて金額が変更（再計算）される事はありま

せん。 

 

 

 

 

 

 

＜例＞ 

非課仕：5,000 円の消費税区分を「課仕入」

へ変更しても金額（＝総額）は「5,000円」のま

まになります。 

Ⅰ. 取込データの注意点 

CSV 内の「金額」にあたる値がマイナス値であっても取込は実行されます。 

この場合、PB システム側で値をプラスに変換し、かつ貸借科目を入れ替えます（逆仕訳として取込）。 
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ファイル取込時の必須項目（CSV）  ［F2 登録］時の必須項目 

日付 金額 

 

→ 
日付 金額 税区分（自動設定） 

科目 補助科目（科目に設定されている場合） 

部門（部門別集計＝するとしている場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

Ⅱ. 必須項目について 

外部データ取込の［F2 登録］において、必須項目が空欄の場合は通常の仕訳登録時と同様エラーが発生

します。空欄がある場合は設定が必要です。  

空欄をクリック、あるいはカーソルを当てる 

なお、補助科目、部門が空欄の場合、その空欄をクリックするとそれぞれ「補助科目未入力」「共通」が設定されます。 

「補助科目未入力」が選択されます（部門の場合は「共通」が設定され

ます）。 
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＜コピー／貼り付け＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

Ⅲ.コピー、貼り付け機能 

Ⅳ. 不要な取込データの削除 

外部データ取込では「行削除」機能を設けておりません。 

仕訳データとして登録しない取込データがある場合は、［F2 登録］を実行する前にマウスと Delete キーで

削除作業を行ってください（すべて空欄である行は登録対象となりません）。 

削除したい行の「日付」から「証 No」まですべてをマウスド

ラッグで選択した状態でキーボードの［Delete］を押してくだ

さい。 

右クリック 
各項目を右クリックすると［コピー］［貼り付け］

［同値コピー］を選択することができます。 

［同値コピー］は 1 行上の項目が設定されるコ

マンドです。 

◯ × 

複数行を選択して［貼り付け］を行うことはできません。 

なお、連続する複数行を［コピー］することは可能です。この場合の［貼り付け］は、その先頭行のみを選

択して実行することになります（先頭行以降に貼り付けが行われる）。 
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(1)  各種調整を行った取込

画面で［F2 登録］をクリ

ックします。 

(2)  登録完了後、会計帳簿

の各メニューで仕訳デ

ータとしての最終調整

を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部データ取込」による仕訳作成 

⑧ 仕訳データとして［F2 登録］ 
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「外部データ取込」による仕訳作成 

⑨ 登録された仕訳データの調整 

外部データ取込で［F2 登録］された仕訳は、通常仕訳と同様に仕訳日記帳など会計帳簿の各メニューで変

更・修正・削除が可能です。 

インボイスなど「外部データ取込」の画面では設定できない項目がありますので、取込実行後は、会計帳

簿の各メニューにて取り込まれた仕訳の確認と調整を行って下さい。 

 

外部データ取込において作成された仕訳にはマーク

が表示されます。 

また、仕訳日記帳、および総勘定元帳・補助元帳で 

［絞り込み検索］を行うことが可能です。 
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＜例＞仕訳日記帳画面 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 消費税区分 
外部データ取込で設定した区分が設定されます。 

必要に応じて調整をして下さい。 

② インボイス経過措置区分 

基本情報設定［消費税関連］タブの「インボイス経過措置区分」における経過措置

区分の初期値に基づいて設定されます。 

取引先および金額（1 万円未満）による判定は行われませんので、インボイス設定

済みの取引先を再選択するなど適宜調整を行って下さい。 

③ 消費税金額 
外部データ取込で設定された消費税区分と金額（総額）、並びに基本情報設定に

おけるインボイス経過措置区分の初期値に基づいて初期値が算出されます。 

 

 

 

 

 

以上 

株式会社エヌエムシイ サポートセンター 

「外部データ取込」による仕訳作成 

① 
③ ② 


